
数学の基礎をまなぶ 

秋田大学 理工学部 生命科学科 生命科学コース カリキュラムツリー (2019年度入学生) 

必修 

選択必修 

選択 

基礎教育 

専門教育 

ディプロマ・ポリシー 

理工学部 生命科学科 生命科学
コースでは，次のような知識，技能，
態度等を身につけた学生に，「学士 
(理学)」の学位を授与します。 

知識 

  1.  理工学の各分野の基礎知識・
技術 

  2.  生命科学分野における専門知
識・技術 

  3.  生命科学分野に関連する職業・
キャリアパスの知識 

技能 

  4.  地域の自然，社会，産業，文
化等に関する知識 

  5.  種々の科学・技術および情報を
利用して社会の要求に応えるため
のデザイン能力とプロポーザル能力 

  6.  周りの人々と協働して課題を解
決する統率力 

  7.  与えられた制約の下で課題解決
に向けて計画的に取り組む実行
力 

  8. 日本語による論理的な記述力，
口頭発表能力，討議等のコミュニ
ケーション能力 

  9.  英語の活用能力 

10.  情報通信技術 (ICT) を用いて
多様な情報を収集・分析し効果
的に応用する情報活用能力 

態度 

11. 主体的かつ継続的に学習する態
度 

12. 地域の諸課題を自ら発見し，柔
軟で総合的な視点で課題に取り
組む態度 

13. 科学技術が自然と社会に及ぼす
影響と効果を理解し，強い責任
感と高い倫理観を持って行動する
態度 

学士(理学)の学位に求められる素養 

理学系と数学に関する幅広い基礎知
識，問題解決能力と創造性，およ
び科学者・研究者としての社会的義
務と責任を認識する能力 

カリキュラム・ポリシー 

理工学部 生命科学科 生命科

学コースでは，卒業認定・学位

授与の方針（ディプロマ・ポリ

シー）を達成するため，次のよう

な方針に基づいて教育課程を編

成します。 

教育課程編成方針 

  1.  数学や理科などの理工学

基礎を確実に理解させる教

育を行います。 

  2.  応用力や創造性を重視し

た専門教育を行います。 

  3.  社会における科学技術の

役割，技術者の責任と倫理

を理解させる教育を行います。 

  4.  国際性を培う専門教育を

行います。 

  5.  地域の自然，社会，産

業，文化に関する知識の理

解を深める教育を行います。 

  6.  デザイン能力とプロポーザル

能力を養成するカリキュラムを

構成します。 

  7.  アクティブラーニングやグルー

プワークを通じて，周りの

人々と協働して学生が主体

的に課題を解決することがで

きる機会を提供します。 

  8.  情報通信技術 (ICT) を

用いた情報活用能力を養成

するカリキュラムを構成します。 

  9.  職業意識を高める実践的

なキャリア教育を行います。 

10.  教育に関する情報の恒常

的な把握に努め，定期的に

点検・評価・改善することで，

自律的に教育の質を保証し

ます。 

１～２年次では，有意義な生涯を送るための教養知識や伝統文化を学ぶ「主題別科目」，専門
分野で必要とされる外国語運用能力を養うために「国際言語科目」を履修します。また，数学，物理，
化学，生物の基礎教育科目を特定の専門分野に限らず広く学び，それぞれの専門で必要となる基
礎学力を養います。併せて情報処理の技法，基礎情報学，基礎AI学を学び，現代社会の基本ス
キルである情報活用能力を養成します。さらに，地域志向科目を通して地域の自然，社会，産業，
文化に対する理解を深め，地域産業に貢献できるオールラウンダーとしての能力を修得します。 

２～４年次では，コースの専門分野を深く学ぶ「コース専門科目」を履修し，各分野のエキスパートとなるための専門
知識を修得するとともに，実験，実習および学生参加型授業等を通じて応用力と創造性を養成します。さらに，多
様性のあるチームの一員またはリーダーとして活躍できる理工学全般の専門知識を身につけるために，「学科共通科
目」，「学部共通科目」を系統的に履修します。また，科学技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し，これ
に配慮して行動することができる高い倫理観を養うほか，専門分野と社会・産業との関連性について理解し，就業意
識を醸成します。さらに，外国人教員による英語科目等を通じて英語コミュニケーション基礎能力を身につけます。 

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期 

スポーツ文化科目 

主題別科目 

教養教育 

秋田の環境と資源 
１年次では，大学での学びに
必要なスタディスキル等を習得し，
主体的に学修する態度および他
者と協働して課題に取り組む姿
勢を涵養するために，「初年次
ゼミ」を履修します。 

４年次では，コース専門分野の発展科目を履修するとともに，
「研究プロポーザル」，「卒業課題研究」を通じて，多様な
人々に説明する表現力，他者と相互理解を深めるためのコ
ミュニケーション能力，論理的な文章作成能力，自ら課題を
設定しその解決策を導き出すデザイン能力とプロポーザル能力
を磨き，競争社会をたくましく乗り切る力を養成します。 

基礎物理学実験 

卒業課題研究 

研究プロポーザル 

創造工房実習 

基礎配属実験 

基礎配属研究 

～ 地域(秋田)をまなぶ 

～ 教養を身につける 

外国語(英語)をまなび、つかう 

情報学の基礎をまなぶ 

倫理を身につける 

物理学の基礎をまなぶ 

化学の基礎をまなぶ 

生物学の基礎をまなぶ 

生命科学をまなぶ ～ 

化学の専門をまなぶ 

生物学の専門をまなぶ 

生命科学概論 分子生命科学 

基礎生物学実験 

基礎化学実験 

生物学実験Ⅰ 生物学実験Ⅱ 生物学実験Ⅲ 

化学実験Ⅰ 化学実験Ⅱ 化学実験Ⅲ 

基礎生物学Ⅲ 

基礎生物学Ⅳ 

基礎生物学Ⅰ 

基礎生物学Ⅱ 

国際言語科目 テクニカルコミュニケーション 外国語文献講読Ⅱ 外国語文献講読Ⅲ 外国語文献講読Ｉ 

生命科学分野の研究を実践する 

生体機能学Ⅰ 

生体機能学Ⅱ 

疾患生物学Ⅰ 

疾患生物学Ⅱ 

疾患生物学Ⅲ 

疾患生物学Ⅳ 

細胞生物学Ⅰ 細胞生物学Ⅲ 分子細胞生物学Ⅰ 

細胞生物学Ⅱ 細胞生物学Ⅳ 分子細胞生物学Ⅱ 

生体防御学Ⅰ 

生体防御学Ⅱ 

生命機能設計学Ⅰ 

生命機能設計学Ⅱ 

細胞生理学Ⅰ 

細胞生理学Ⅱ 

生体分子解析学 

生体分子情報学 

生化学Ⅰ 生化学Ⅲ 

分子生物学Ⅰ 

生化学Ⅱ 生化学Ⅳ 

分子生物学Ⅱ 

基礎力学Ⅰ 

基礎力学Ⅱ 

基礎化学Ⅲ 

基礎化学Ⅳ 

基礎化学Ⅰ 

基礎化学Ⅱ 

生物有機化学Ⅰ 生物有機化学Ⅲ 生物機能有機化学Ⅰ 

生物有機化学Ⅱ 生物有機化学Ⅳ 生物機能有機化学Ⅱ 

有機化学演習 

分析化学Ⅰ 分析化学Ⅲ 

分析化学Ⅱ 分析化学Ⅳ 

蛋白質化学Ⅰ 

蛋白質化学Ⅱ 

機器分析学Ⅰ 

機器分析学Ⅱ 

理論化学Ⅰ 理論化学Ⅲ 

理論化学Ⅱ 理論化学Ⅳ 

生命物理化学Ⅰ 生命物理化学Ⅲ 生命無機化学Ⅰ 

生命物理化学Ⅱ 生命物理化学Ⅳ 生命無機化学Ⅱ 

生命電気化学Ⅰ 

生命電気化学Ⅱ 

基礎微積分学Ⅲ 

基礎微積分学Ⅳ 

基礎線形代数Ⅲ 

多変数微積分学Ⅰ 

基礎線形代数Ⅳ 

多変数微積分学Ⅱ 

基礎微積分学Ⅰ 

基礎微積分学Ⅱ 

基礎線形代数Ｉ 

基礎線形代数Ⅱ 

基礎情報学 

基礎AI学 

情報処理の技法 

研究者倫理学 

生命倫理学 

初年次ゼミ 
インターンシップⅠ 

インターンシップⅡ 
～ 職業意識をまなぶ 

凡例 


